
※
防
除
薬
剤
の
あ
と
の
数
字
は
、
安
全
使
用
基

準
で
、〔
収
穫
何
日
前
ま
で
使
用
可
能
か
／
通
算

使
用
可
能
回
数
〕
を
表
し
て
い
ま
す
。
農
薬
は

農
薬
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
正
し
く
適
期
に

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

例
）
表
記
が
〔
14
日
／
2
回
〕
の
場
合
…
収
穫

14
日
前
ま
で
に
2
回
使
用
可
能

●
中
干
し

７
月
上
旬
頃
か
ら
『
中
干
し
』
の
時
期
で
す
。

倒
伏
さ
せ
ず
、
目
標
茎
数
を
確
保
し
て
、
良
品
質

の
米
を
生
産
す
る
重
要
な
作
業
と
な
り
ま
す
。

《
中
干
し
の
効
果
》

・
茎
数
が
過
剰
に
増
え
る
の
を
防
ぐ
。

・
株
元
を
硬
く
し
倒
伏
を
防
ぐ
。

・
土
壌
中
に
酸
素
を
供
給
し
根
腐
れ
を
防
止
。

・
田
面
を
硬
く
し
収
穫
作
業
を
容
易
に
す
る
。

な
ど
、
丈
夫
な
稲
作
り
や
収
穫
作
業
の
能
率
向

上
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
作
業
で
す
。

《
中
干
し
を
始
め
る
目
安
》

　
１
株
あ
た
り
の
茎
数
が
20
本
程
度
に
な
っ
た

頃
で
、
田
植
え
か
ら
約
30
〜
40
日
後
か
ら
始

市場出荷休日カレンダー
（野菜・果樹）

×は出荷できない日       は日曜・祝日等

土
壌
分
析
を
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
　―

コ
ス
ト
低
減
に
向
け
て―

農家のための
最新情報あ
ぐ
り

　
最
前
線

J
A
で
は
、肥
料
の
過
剰
施
肥
に
よ
る
無
駄
を
な
く
し
コ
ス
ト
低
減

に
繋
げ
る
た
め
、土
壌
分
析
を
毎
月
実
施
し
て
い
ま
す
。
分
析
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、約
1
合
程
度（
200    

）を
採
土
し
、必
ず
土
壌
を
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
袋
に
入
れ
、住
所
・
氏
名
・
T
E
L
と
、水
稲
・
野
菜

（
キ
ャ
ベ
ツ
、ハ
ク
サ
イ
・・・
等
）・
果
樹（
ミ
カ
ン
、カ
キ
・・・
等
）な
ど

品
目
名
を
記
入
し
て
、7
月
14
日（
金
）ま
で
に
各
営
農
セ
ン
タ
ー
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。分
析
結
果
は
8
月
中
旬
頃
に
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

g

日 月 火 木 金 土水

6
13
20
27

7
14
21
28

1
8
15
22
29

2
9
16
23

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

30 31

8月

日 月 火 木 金 土水

2
9
16

3
10
17

4
11
18
25

5
12
19

6
13
20

7
14
21

1
8
15
22

26 27 28 29

7月

23
30

24
31

海の日

山の日

め
、
田
面
に
軽
く
ヒ
ビ
が
入
る
ま
で
行
い
ま

す
。
な
お
、
水
稲
の
生
育
や
水
田
の
特
性
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
強
弱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◇
茎
数
が
多
い
、
葉
色
が
濃
い
、
排
水
の
悪
い

水
田
、
粘
土
質
の
水
田
で
は
土
面
に
１
〜
２
㎝

の
ヒ
ビ
が
入
る
ま
で
強
め
に
干
し
ま
す
。

◇
茎
数
が
少
な
い
、
葉
色
が
薄
い
、
水
保
ち
の

悪
い
水
田
、
砂
質
土
の
水
田
で
は
土
面
に
細
か

い
ヒ
ビ
が
入
る
程
度
と
し
ま
す
。

《
中
干
し
以
降
の
水
管
理
》

　
中
干
し
後
、
急
激
に
湛
水
状
態
に
す
る
と
根

傷
み
し
ま
す
の
で
、
走
り
水
を
入
れ
て
水
に
慣

ら
し
て
か
ら
本
格
的
に
入
水
し
ま
す
。

◎
幼
穂
形
成
期
〜
出
穂
期
に
か
け
て
の
水
管
理

　
こ
の
時
期
は
、
稲
に
と
っ
て
最
も
水
が
必
要

な
時
期
で
す
。
幼
穂
形
成
期
〜
穂
ば
ら
み
期
に

は
間
断
か
ん
が
い
を
行
い
、
出
穂
期
は
水
を

た
っ
ぷ
り
入
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
穂
肥

７
月
中
旬
頃
よ
り
早
生
品
種
か
ら
施
用
し
ま

す
。
施
用
日
の
基
準
は
栽
培
指
針
を
参
考
に
、

品
種
、
葉
色
を
見
な
が
ら
増
減
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
い
も
ち
病

　
比
較
的
低
温
で
曇
雨
天
が
続
く
場
合
や
、
窒

素
過
多
で
葉
色
が
濃
い
場
合
に
発
生
が
多
く
な

り
ま
す
。
葉
い
も
ち
を
放
置
す
る
と
空
気
伝
染

で
拡
大
し
、
株
の
ず
り
こ
み
症
状
や
穂
い
も
ち

が
多
発
し
減
収
と
な
り
ま
す
。
病
勢
が
進
展
し

て
か
ら
の
防
除
は
困
難
な
の
で
、
初
期
防
除
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
補
植
用
置
き
苗
が

発
生
源
の
１
つ
と
な
る
の
で
、
必
ず
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

◎
紋
枯
病

梅
雨
以
降
高
温
が
続
く
と
発
生
し
ま
す
。
窒

素
過
多
や
密
植
は
発
病
を
助
長
す
る
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
病
斑
は
水
際
付
近
の
茎
か
ら
上

に
向
か
っ
て
拡
大
す
る
の
で
、
株
元
ま
で
薬
剤
が

か
か
る
よ
う
に
散
布
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

《
液
剤
》

▽
７
月
下
旬
　※

早
生
品
種

・
ト
レ
ボ
ン
Ｅ
Ｗ

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

＊
い
も
ち
病
・
紋
枯
病
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
は
「
ア
ミ
ス
タ
ー
エ
イ
ト

1000
倍
〔
14

日
／
３
回
〕
」
を
加
用
し
て
下
さ
い
。

▽
７
月
下
旬
　※
中
晩
生
品
種

・
ト
レ
ボ
ン
Ｅ
Ｗ

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

・
ア
ミ
ス
タ
ー
エ
イ
ト

1000
倍
〔
14
日
／
３
回
〕

▽
７
月
中
〜
下
旬
　※

早
生
・
中
晩
生

《
豆
つ
ぶ
剤
》

・
ワ
イ
ド
パ
ン
チ
豆
つ
ぶ

250
ｇ
／
10
ａ
〔
35

日
／
１
回
〕

●
除
草

《
と
り
こ
ぼ
し
雑
草
対
策
》

次
の
い
ず
れ
か
の
薬
剤
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
サ
ン
パ
ン
チ
１
キ
ロ(

粒)

　
１
㎏
／
10
ａ

〔
移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
3.5
葉
期
・
但
し
収
穫

60
日
前
ま
で
／
１
回
〕*

湛
水
散
布

・
ク
リ
ン
チ
ャ
ー
バ
ス
Ｍ
Ｅ(

液)

　
薬
量
1000

㎖
・
希
釈
水
量
70
〜
100
ℓ
／
10
ａ

〔
移
植
後
15
日
〜
ノ
ビ
エ
５
葉
期
・
但
し
、
収

穫
50
日
前
ま
で
／
２
回
〕*

落
水
散
布

●
収
穫

新
シ
ョ
ウ
ガ
は
鮮
度
が
重
要
で
す
。
収
穫
し

た
シ
ョ
ウ
ガ
を
畑
で
乾
燥
さ
せ
す
ぎ
る
と
、
汚

れ
が
落
ち
に
く
く
な
り
品
質
低
下
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
収
穫
後
は
布
な
ど
で
覆
う
か
、
散
水

し
て
早
め
に
水
洗
い
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

令和４年度（第30期）財務・事業実績

令和４年度（第30期）剰余金処分 単体自己資本比率

組合員数・出資金額

（単位：千円）

事 業 総 利 益
事 業 管 理 費
事　業　利　益
経　常　利　益
税引前当期利益
当 期 剰 余 金
総　　資　　産
純　　資　　産

３,４４４,６７０
２,８９４,９３０
５４９,７３９
７５２,９３５
７６８,０３８
６１３,８８２

３９１,５３４,３０４
１８,４７３,７８５

項　　目 実　　績

（注）
1. 出資配当金は年２％の割合です。
2. 事業分量配当金の基準は次のとおりです。
　　（１）配当の計算方法　肥料・農薬年間供給高の５％
　　（２）配当の計算期間 令和４年４月１日から令和５年３月31日まで
　　　　　　　　　　 の供給計上分

（単位：円）

１．当期未処分剰余金
２．剰余金処分額 590,891,934

980,386,213

⑴利益準備金
⑵任意積立金
　経営基盤強化積立金
　地域農業振興積立金
合併30周年記念積立金
⑶出資配当金
⑷事業分量配当金

3. 次期繰越剰余金

150,000,000
320,000,000
200,000,000
110,000,000
10,000,000
95,822,778
25,069,156
389,494,279

科　目 金　額

正組合員
准組合員
合　　計

７,６９０
２４,３９１
３２,０８１

■組合員数 （単位：組合員数）

正組合員
准組合員
合　　計

１,７６１,０５０
３,１００,８１６
４,８６１,８６６

■出資金額 （単位：千円）

（令和５年３月31日現在）

14.42%
（令和５年３月31日現在）

0607

水
　
稲

新
シ
ョ
ウ
ガ



●
換
気
と
灌
水

　
通
風
が
悪
く
湿
度
が
上
昇
す
る
と
紋
枯
病
が

発
生
し
や
す
く
な
り
、
塊
茎
が
変
色
し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
の
サ
イ
ド
を
開
け
た
り
、
ス
ソ
張
り
ビ

ニ
ー
ル
を
取
り
除
い
た
り
し
て
、
大
幅
に
換
気

し
ま
し
ょ
う
。
換
気
量
が
増
加
す
る
と
今
ま
で

以
上
に
乾
き
や
す
い
の
で
、
灌
水
量
を
増
や

し
、
乾
燥
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ(

10
月
頃
ま
で
発
生)

・
パ
ダ
ン
Ｓ
Ｇ(

溶)

1500
倍
〔
７
日
／
５
回
〕

・
ト
レ
ボ
ン(

乳
）

1000
倍
〔
７
日
／
３
回
〕

◎
紋
枯
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液
５)

800
倍
〔
14
日
／
４
回
〕

・
モ
ン
カ
ッ
ト(

フ
40)

2000
倍
〔
３
日
／
５
回
〕

◎
根
茎
腐
敗
病

　
根
茎
腐
敗
病
が
発
生
し
た
ら
被
害
株
を
早
め

に
除
去
し
、
必
ず
薬
剤
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

・
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム(

粒
）

18
㎏
／
10
ａ
〔
30
日

／
３
回
〕

・
ラ
ン
マ
ン(

フ)

500
〜
1000
倍(

２
〜
３
ℓ
／

㎡
土
壌
灌
注)

〔
30
日
／
３
回
〕

　
収
穫
前
日
数
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
塊
茎
の
肥
大
が
進
ん
で
い
れ
ば
前
倒
し

出
荷
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

通
路
を
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
さ
せ
な
い
で
！

●
尻
腐
れ
果
、
日
焼
け
果

　
こ
の
時
期
に
な
る
と
尻
腐
れ
果
、
日
焼
け
果

の
発
生
が
多
く
な
り
ま
す
。

尻
腐
れ
果
は
、
①
地
温
が
高
い
、
②
通
路
が
乾

燥
す
る
、
③
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
酸
、
カ
リ
の
過
多
に

よ
り
石
灰
分
が
果
実
で
吸
収
さ
れ
な
い
。
ま
た

は
、
根
傷
み
も
原
因
の
１
つ
で
す
。
対
策
と
し
て

通
路
を
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
さ
せ
な
い
で
、
散
水
し

て
土
壌
全
面
に
水
が
し
み
込
む
よ
う
に
し
ま
す
。

ま
た
、
石
灰
分
の
補
給
に
葉
面
散
布
剤
と
し
て

Ｃ
ａ
液
肥
500
倍
液
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
焼
け
果
は
、
曇
雨
天
が
続
い
た
後
の
晴
天
時

に
発
生
し
ま
す
。
防
止
に
は
、
根
が
水
分
を
十
分

吸
収
で
き
る
よ
う
通
路
へ
の
散
水
が
必
要
で
す
。

●
整
枝

　
各
主
枝
の
生
育
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
な
が
ら
混

み
合
う
部
分
の
小
枝
や
徒
長
枝
を
整
枝
す
る

と
、
ふ
と
こ
ろ
ま
で
日
光
が
よ
く
当
た
り
、
通

風
も
良
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
時
に

薬
剤
が
十
分
樹
に
か
か
り
防
除
効
果
も
上
が
り

ま
す
。
少
々
強
い
整
枝
で
も
減
収
し
ま
せ
ん
。

●
摘
葉
・
灌
水

　
茎
葉
が
混
ん
で
く
る
と
落
花
や
不
良
果
が
生

じ
る
た
め
老
化
や
病
気
に
な
っ
た
葉
を
摘
葉
し

て
く
だ
さ
い
。
土
の
乾
燥
具
合
を
見
て
２
〜
３

日
に
１
回
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
７
月
中
旬

◎
う
ど
ん
こ
病
・
黒
星
病

・
ト
リ
フ
ミ
ン(

水)

3000
〜
5000
倍〔
前
日
／
５
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ウ
リ
ノ

メ
イ
ガ
・
ウ
リ
ハ
ム
シ
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類

・
ベ
ネ
ビ
ア
Ｏ
Ｄ

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

＊
展
着
剤
の
加
用
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｎ(

ダ
コ
ニ
ー
ル

1000
等
）
・
ス
ト
ロ
ビ
ル
リ
ン
系
剤(

シ
グ
ナ

ム
Ｗ
Ｄ
Ｇ
等
）
・
銅
剤(

カ
ス
ミ
ン
ボ
ル

ド
ー
等)

を
含
む
農
薬
と
の
混
用
は
薬
害
を

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
混
用
し
な
い
。

●
灌
水

　
晴
天
日
が
続
き
葉
が
萎
れ
る
場
合
は
、
早
期

に
畝
間
灌
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
盛
夏
期
は

夜
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
７
月
中
旬

◎
う
ど
ん
こ
病
・
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
・
チ
ャ
ノ
ホ

コ
リ
ダ
ニ

・
パ
ル
ミ
ノ

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
オ
オ
タ
バ
コ
ガ
・
ハ
ス
モ

ン
ヨ
ト
ウ
・
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類

・
プ
レ
オ(

フ)

1000
倍
〔
前
日
／
４
回
〕

◎
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ
・
ハ
ダ
ニ
類

・
ダ
ブ
ル
フ
ェ
ー
ス(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
１
回
〕

●
収
穫

　
抽
苔
の
発
生
や
腐
り
な
ど
の
問
題
を
回
避
す

る
た
め
に
も
適
期
収
穫
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

７
月
上
旬
以
降
の
収
穫
は
、
長
日
・
高
温
に
よ

る
抽
苔
の
発
生
や
、
梅
雨
時
期
の
大
雨
に
よ
る

腐
り
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

◎
軟
腐
病

　
細
菌
性
の
病
害
で
、
高
温
・
多
湿
条
件
下
で

発
生
し
ま
す
。
被
害
株(
葉
や
根)

は
圃
場
外
に

持
ち
出
し
処
分
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
次
作
に

向
け
て
ク
ロ
ル
ピ
ク
リ
ン
を
含
む
土
壌
消
毒
剤

(

ク
ロ
ピ
ク
80
、
ソ
イ
リ
ー
ン
、
ダ
ブ
ル
ス

ト
ッ
パ
ー)

を
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
追
肥

・
ニ
ュ
ー
パ
ワ
ー
ユ
ー
キ
262(

40
㎏
／
10
ａ)

ま
た
は

・
Ｂ
Ｍ
ス
ー
パ
ー
野
菜
君(

60
㎏
／
10
ａ)

＊
時
期
や
量
は
、
株
の
生
育
や
気
象
、
土
壌
条

件
に
よ
り
加
減
し
て
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

◎
ハ
ダ
ニ
類

　
高
温
・
乾
燥
に
よ
り
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
初
期
防
除
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
抵
抗

性
を
つ
け
な
い
よ
う
、
必
ず
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

防
除
し
て
く
だ
さ
い
。

・
サ
ン
マ
イ
ト(

フ)

1000
〜
1500
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

・
コ
テ
ツ(

フ)

2000
倍
〔
前
日
／
２
回
〕

◎
炭
そ
病

　
多
雨
期
に
発
生
し
や
す
い
の
で
、
土
壌
の
排

水
対
策
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
発
生
す
る
と

被
害
が
大
き
く
な
る
の
で
、
予
防
的
な
散
布
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
予
防
】
ダ
コ
ニ
ー
ル
1000

1000
倍（
前
日
／
４
回
）

【
発
生
初
期
】
ス
ト
ロ
ビ
ー
（
フ
）

3000
倍

（
３
日
／
３
回
）

●
播
種

生
育
を
揃
え
る
た
め
に
播
種
前
に
ム
ラ
の
な
い

よ
う
灌
水
し
、覆
土
は
で
き
る
だ
け
薄
く
し
ま
す
。

ま
た
、
夏
期
高
温
期
の
播
種
は
、
発
芽
不
良
や
苗

立
枯
病
が
発
生
し
や
す
い
た
め
、播
種
後
、土
壌
表

層
に
卵
殻
エ
ー
ス
を
施
用
し
ま
し
ょ
う
。
土
壌
表

層
の
温
度
を
下
げ
、石
灰
の
補
給
に
も
な
り
ま
す
。

●
灌
水

播
種
後
は
十
分
に
灌
水
し
、
発
芽
ま
で
は
乾

燥
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
過
湿
に
な
る

と
立
枯
病
が
発
生
す
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
収
穫
前
７
〜
10
日
の
灌
水
は
ズ
ル
ケ
の
発

生
を
助
長
す
る
た
め
、
灌
水
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

●
播
種

　
本
葉
１
〜
２
枚
ま
で
に
乾
燥
す
る
と
、
生
育

不
良
や
不
揃
い
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
播

種
前
に
ム
ラ
の
な
い
よ
う
灌
水
し
、
覆
土
は
で

き
る
だ
け
薄
く
し
て
く
だ
さ
い
。

　
夏
期
栽
培
で
は
高
温
で
葉
縁
が
裏
側
に
巻
く

カ
ッ
ピ
ン
グ
が
発
生
し
や
す
い
の
で
、
換
気
と

40
％
程
度
の
遮
光
資
材
で
遮
光
し
ま
し
ょ
う
。

●
灌
水

灌
水
は
午
前
中
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
夕
方
や
曇

天
時
の
灌
水
は
軟
弱
徒
長
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

収
穫
前
７
〜
10
日
は
灌
水
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

収
穫
作
業
も
終
盤
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
後

は
、
お
礼
肥
の
施
用
・
灌
水
を
行
い
ま
す
。

●
お
礼
肥

　
果
実
生
産
に
消
耗
し
た
樹
体
栄
養
の
回
復
を

図
る
た
め
、
エ
コ
レ
ッ
ト
266(

50
㎏
／
10
ａ)

を

施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

●
灌
水

ウ
メ
は
浅
根
性
な
の
で
、
高
温
乾
燥
に
影
響
を

受
け
や
す
く
、
土
壌
が
乾
燥
す
る
と
早
期
落
葉

を
招
き
翌
年
の
開
花
や
結
実
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
晴
天
日
が
７
〜
10
日
続
い
た
場
合
は
、

１
樹
あ
た
り
100
ℓ
程
度
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

早
生
品
種
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
ま
す
。
熟
度
の

進
行
に
注
意
し
、
適
期
収
穫
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
除
袋

　
収
穫
の
５
〜
10
日
前
に
行
い
ま
す
。
果
頂
部

と
縫
合
線
部
を
除
き
、
果
皮
色
が
白
っ
ぽ
く
な

る
頃
が
目
安
で
す
。
除
袋
以
後
、
曇
雨
天
が
続

く
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
除
袋
を
２
〜
３

日
早
め
て
着
色
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
反
射
マ
ル
チ
の
敷
設

　
樹
の
内
部
や
下
枝
の
果
実
の
着
色
向
上
を
目

的
に
、
除
袋
２
〜
３
日
後
、
果
実
の
先
端
が
少

し
着
色
し
始
め
た
頃
に
敷
設
し
ま
す
。

●
病
害
虫
防
除

▽
収
穫
前

◎
灰
星
病
・
ホ
モ
プ
シ
ス
腐
敗
病

・
ベ
ル
ク
ー
ト(

水)

1000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
モ
モ
ナ

　
ハ
モ
グ
リ
ガ

・
ロ
デ
ィ
ー(

水)

1000
倍
〔
前
日
／
５
回
〕

◎
ハ
ダ
ニ
類

・
ダ
ニ
ト
ロ
ン(

フ)

2000
倍
〔
７
日
／
１
回
〕

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液
５)

500
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

▽
７
月
上
旬
〜
中
旬
　※

中
・
晩
生
種

◎
灰
星
病
・
黒
星
病

・
オ
ル
フ
ィ
ン
プ
ラ
ス(

フ)

3000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
シ
ン
ク
イ
ム
シ
類

・
ダ
イ
ア
ジ
ノ
ン(

水
34)

1000
倍〔
前
日
／
４
回
〕

◎
せ
ん
孔
細
菌
病

・
バ
リ
ダ
シ
ン(

液
５)

500
倍
〔
７
日
／
４
回
〕

●
灌
水

　
イ
チ
ジ
ク
は
乾
燥
に
弱
く
、
高
温
乾
燥
状
態

に
な
る
と
葉
が
し
お
れ
、
葉
焼
け
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
３
日
以
上
晴
天
が
続
く
場
合
は
、
灌

水
し
て
く
だ
さ
い
。

●
摘
芯

　
葉
や
新
梢
の
生
育
に
費
や
さ
れ
て
い
た
養
分

を
果
実
の
生
育
に
向
け
る
よ
う
摘
芯
し
ま
す
。

７
月
中
下
旬
で
葉
数
が
18
枚
以
上
の
頃
に
行
い

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
生
育
不
良
な
結
果
枝
に
つ

い
て
は
摘
芯
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
病
害
虫
防
除

▽
７
月
上
旬
（
梅
雨
明
け
後
）

◎
さ
び
病
・
そ
う
か
病

・
ト
リ
フ
ミ
ン
（
水
）

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
・
キ
ボ
シ
カ
ミ
キ
リ

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(

顆)

2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

●
摘
果

　
傷
果
・
奇
形
果
・
小
玉
果
等
を
摘
果
し
て
、

果
実
の
肥
大
促
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

●
病
害
虫
防
除

▽
７
月
中
旬
　※

富
有
柿

◎
落
葉
病
・
炭
そ
病

・
ジ
マ
ン
ダ
イ
セ
ン(

水)

600
倍
〔
45
日
／
２
回
〕

ま
た
は

・
ペ
ン
コ
ゼ
ブ(

水)

600
倍
〔
45
日
／
４
回
〕

◎
ア
ザ
ミ
ウ
マ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

・
モ
ス
ピ
ラ
ン(
顆)
2000
倍
〔
前
日
／
３
回
〕

●
早
期
出
荷
対
策(
白
マ
ル
チ
の
場
合)

・
刀
根
は
７
月
下
旬
よ
り
敷
設

・
平
核
無
は
８
月
上
旬
よ
り
敷
設

７
月
は
生
理
落
下
が
終
了
し
ま
す
。
着
果
の

状
態
に
合
わ
せ
た
粗
摘
果
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

●
粗
摘
果

　
極
早
生
の
温
州
ミ
カ
ン
な
ど
、
着
果
の
多
い

樹
は
早
期
に
摘
果
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
晩

柑
類
の
着
果
過
多
樹
や
生
理
落
下
が
少
な
い

「
は
る
み
」
に
お
い
て
も
早
期
摘
果
を
徹
底
し

初
期
肥
大
を
促
し
ま
す
。

●
灌
水

　
梅
雨
明
け
後
、
乾
燥
す
る
よ
う
な
場
合
は
灌

水
が
必
要
で
す
。
特
に
中
晩
柑
類
で
は
、
初
期

肥
大
の
確
保
や
酸
高
の
防
止
の
た
め
、
早
め
に

灌
水
し
ま
し
ょ
う
。
目
安
は
、
果
実
が
日
中
柔

ら
か
く
朝
に
な
る
と
硬
く
な
っ
て
い
る
場
合
は

数
日
後
に
灌
水
が
必
要
で
、
朝
に
な
っ
て
も
柔

ら
か
い
場
合
は
早
急
に
灌
水
し
て
く
だ
さ
い
。

●
除
草
剤

・
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
マ
ッ
ク
ス
ロ
ー
ド

200
倍

〔
７
日
／
５
回
〕

ま
た
は

・
タ
ッ
チ
ダ
ウ
ン
ⅰ
Ｑ

200
倍
〔
５
日
／
３
回
〕

●
熟
期
促
進
（
満
開
70
日
後
）

・
フ
ィ
ガ
ロ
ン(

乳)

3000
倍
〔
14
日
／
２
回
〕

*

10
ａ
あ
た
り
300
ℓ

0809

ピ
ー
マ
ン

キ
ュ
ウ
リ

ナ
ス

ニ
ン
ジ
ン

ト
ウ
ガ
ン

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

　
　
　
　
　（
砂
地
）

コ
マ
ツ
ナ

　
　
　
　
　（
砂
地
）

ウ
メ

モ
モ

イ
チ
ジ
ク

カ
キ

ミ
カ
ン



農業収入の向上を図ろう農業収入の向上を図ろう

農業用灌水ポンプ助成事業

和歌山市野菜等産地化事業

詳しくは和歌山市産業交流局農林水産部農林水産課（０７３－４３５－１０４９）まで

詳しくは最寄りの営農センターまで

事業概要 ポンプ購入費用助成

対 象 者 ＪＡわかやまの組合員で、和歌山市のさく井工事費用助成を受け井戸を設置した方。

補 助 率 最大 50,000 円（購入費用 ( 税抜き ) の 50％）
※ＪＡで購入したものに限ります。

事業概要 さく井工事費用助成　　　受付本数　　　29 本（先着順です）

対 象 者  下記の項目全てに該当する方。 ※2本以上申請する場合は、追加要件があります。
①和歌山市で農業用井戸を掘る農地の面積が 1,000 ㎡以上
②販売農家又は販売農家になると見込まれる方
③新設等した農業用井戸を活用し、野菜等の生産拡大を目指す方

補助金額 最大 50,000 円（補助対象経費の実支出額の 50％。1,000 円未満切り捨て）
※補助対象経費とは、農業用井戸のさく井工事に直接必要な経費です。
ポンプなどの附帯設備に要する経費は対象となりません。

和歌山市

ＪＡわかやま

市HPはこちらから

の設置等の費用を支援しています
農業収入の
向上を図ろう

ののの農業用 井戸 していますしていますしていますしています！

購買事業分量配当金
（肥料・農薬）について
購買事業分量配当金
（肥料・農薬）について
　当JAでは、長期化する販売価格の低迷、国際情勢の緊迫化による
肥料価格の高騰など、農業経営に与える影響を考慮し、｢持続可能な
地域農業の実現」に向けた支援対策として、令和４年４月１日～令和
５年３月３１日の間に肥料・農薬を購入していただいた組合員を対象
に、農業経営の一助として事業利用に応じた購買事業分量配当金を
実施します。

配当金の計算基礎

肥料・農薬
年間供給高（税抜）の５％

令和４年度

情報をいち早く メールでお届け！

メール配信のご希望・お問い合わせは、最寄りの営農センターまで。

ＪＡわかやまでは、組合員の皆さまにお伝えすべき情報・お役に立つ情報を、メールでお届けする
サービスを実施しています。ぜひ、ご利用ください。

対象機器 携帯電話、パソコンなど
発信内容 栽培管理・防除対策などについての注意点、病害虫発生状況、各種説明会、

各事業・取り組みのご案内 など
対 象 者 ＪＡわかやま組合員
利 用 料 無料（随時受付）

こちらのコードから
スマートフォン等で
配信登録ができます。

組合員向け情報発信サービスのご案内組合員向け情報発信サービスのご案内組合員向け情報発信サービスのご案内

1011
7月のアナタの運勢

～モナ・カサンドラ～



令和６年度　和歌山県農林大学校

農学部学生・林業研修部研修生募集農学部学生・林業研修部研修生募集
　和歌山県農林大学校では、農林業に活力を与え、新たな価値を創造するとともに、将来の和歌山県の農林業を
振興するリーダーとして活躍できる人材の育成のため実習に重きをおき実践力を身につける教育を行っています。
　令和６年度農学部学生・林業研修部研修生の募集を下記のとおり行います。

試  験  日

問い合わせ先
和歌山県農林大学校　農学部
〒649-7112　伊都郡かつらぎ町中飯降422
TEL:0736-22-2203　FAX:0736-22-7402

和歌山県農林大学校 林業研修部　　　　
〒649-2103　西牟婁郡上富田町生馬1504-1
TEL:0739-47-4141　FAX:0739-47-4150

令和5年10月3日(火)
午前10時～

令和5年11月29日(水)
午前10時～

令和5年10月21日(土)
午前10時～

令和5年10月27日(金)
午前10時以降

試験場所 農林大学校 農学部 農林大学校 林業研修部

合格発表 令和5年10月10日(火)
午前10時以降

令和5年12月6日(水)
午前10時以降

令和5年9月26日(火)
～令和5年10月10日(火)願書受付期間 令和5年9月12日(火)

～令和5年9月21日(木)
令和5年11月10日(金)
～令和5年11月17日(金)

受験資格 令和6年3月までに高等学校を
卒業見込みの者 高等学校卒業、または令和6年3月までに高等学校を卒業見込みの者

農学部

推薦入学試験
(定員：募集人員の7割)

一般入学試験
(前期) 選考試験

林業研修部

農学部（専修学校） ２年制 園芸学科 30人
アグリビジネス学科 10人【定員】

林業研修部    １年制 林業研修部林業経営コース 10人程度【定員】※専修学校ではありません 農林大学校HP

農業者年金の保険料は２万円から６万７千円まで（千円単位で）加入者が自由に選択できます。
また、保険料の額はいつでも見直しできます。
加入期間が短くても保険料を増やすことで豊かな老後に備えることができます。
※途中脱退された場合でもそれまでに積み立てた保険料は、将来、年金として支払われます（脱退一時金はありません）。

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人ひとりについて準備することが
　大切です。
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が
　基本です。

農業者年金  へは…

年間60日以上農業に従事
60歳未満

国民年金第１号被保険者
国民年金保険料納付免除者を除く。

の方ならどなたでも加入できます。

月々の保険料を大きくすることで将来の支給額を増やせます

農業者年金の内容やご相談については、最寄りの農業委員会かJAまたは農業者年金基金にお問い合わせください。

TEL：03-3502-3199（相談員）　TEL：03-3502-3942（企画調整室）独立行政法人農業者年金基金

詳しくは… 農業者年金基金 検索 https://www.nounen.go.jp

ＪＡ広報通信　あなたもチャレンジ！家庭菜園 2023 年 4月号を参考に作成

keru

ケール

病害虫防除6
　ヨトウムシ、アオムシなどが多く発生するので、植え付
け時から防虫ネットで予防すると良いでしょう。
　害虫が発生した場合は早期防除を心掛けましょう。
●ヨトウムシ、アオムシ
→アファーム乳剤　1000～2000倍　収穫７日前まで　
３回以内

追肥・土寄せ4
　植え付けの１カ月後から、２週間毎に株の周りに化成肥
料を株元に施して、株元に土寄せをしましょう。
１㎡当たり
●肥料…燐加安44号（10ｇ）

ケールとは
　青汁の原料のケールは、ベータカロテン、ビタミンＣ、カルシウ
ムやカリウムなどのミネラル、食物繊維などを含む栄養価が高い
スーパーフード。冷涼な気候を好み、生育適温は20度前後ですが、
高低温に強く、中間地では７月上旬に種まきをすれば、約３カ月
後から翌春まで長く収穫を楽しめます。

準備から収穫までの目安：約3カ月

※番号 =解説の作業時期をあらわしています。

畑の準備（元肥入れ）1
　（１）植え付けの20日前に苦土石灰を１㎡当たり100ｇ
散布し、よく耕しておきましょう。

　（２）植え付けの10日前に化成肥料と堆肥を施し、土と
よく混ぜて幅90㎝程度の畝を作りましょう。
１㎡当たり
●肥料（元肥）…完熟堆肥（２～３㎏）・
燐加安44号（200ｇ）

植え付け3
　苗が仕上がったら植え付けを行います。２条植えの場合
では条間40㎝、株間40㎝程度に植え付けましょう。このと
き、植え穴を掘って穴にたっぷり水やりをして、植え傷みを
防ぎましょう。

収穫5
盛んに生育するようになったら、下の方の葉から随時

かき取り、収穫しましょう。常に８枚程度の葉を残しなが
ら外葉を採っていくと、長く
収穫できます。

12 月 1月 2月11月10月9月8月7月
上 中 下上 中 下 上 中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中 下上 中 下

1 1
2 2

3 4

5 5
6 6

苗作り2
　（１）苗作りには9㎝の小型ポリポッ
トを使うと便利です。１ポット当
たり3～4粒をまきましょう。苗
作り期間中は、防虫ネットで
害虫の飛来を防いであげる
とよいでしょう。

　（２）本葉2～3枚になったら生育の良い
ものを残して1株になるように間引き、最終
的に本葉4～5枚に仕上げましょう。

1213 ●桃
●人の話に耳を傾けて。カチンとくる意見があなたのためになりそう。冷静に動けば好結果に。外出にツキあり。

幸運を呼ぶ食べ物●適度な運動は体調にもメンタルにもプラス。
牡牛座
4/20～5/20 ●パプリカ

●前半はかなり煮詰まっていますが、後半には解決の兆しが見えています。楽しみながらできるやり方を選びましょう。
幸運を呼ぶ食べ物●部屋は小まめに換気して。健康維持に一役。

牡羊座
3/21～4/19 健康運

全体運
健康運
全体運
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